
運動会当日では伝えきれないことがあります

子どもたちの提案により、今までの運動会から変
更になったことが多々あります。運動会当日の子ど
もたちの様子からだけでは、伝えきれないと思いま
すので、運動会をご覧になる前に、少しだけ紹介し
ます。

① 応援合戦…今までのように”大きな声を出しての応援”は感染防止の点からなかなか
厳しいため、「オーッ」と声を出す場面も何カ所かに限定して取り組んでいます。声が
出せない分、それ以外で表現する方法はないかと知恵を絞っています。白組団長と紅組
団長がどんなリーダーぶりを発揮してくれるか楽しみです。

② 入場門・退場門がありません…校庭の半分を保護者の皆様の観戦場所とするため、今
回は入退場門を設置しません。さて、開会式の入場はどのようになるのか、各種目の子
どもたちの入場、退場はどのようになるのか。学年により違ってくることも考えられま
す。きっと、子どもたちのアイディアが生かされた入退場、子どもたち自身が観られる
ことを意識した入退場になることでしょう。

③ 閉会式での講評は…今までは教頭先生が担当でしたが、６年生の実行委員長との相談
の結果、今までにない人選としました。誰が行うかは当日のお楽しみです。

福島県の感染拡大防止重点対策が５月１５日(日)で解除されましたが、本県における
子どもの感染状況を踏まえ、「子どもの感染拡大防止重点対策」をとることが示されま
した。子どもたち
の感染の割合が大
きいことが要因の
一つとなっていま
す。県内の感染状
況については予断
を許さない状態で
あることに変わり
はありません。各
家庭でできるこ
と、学校でできる
ことを今一度確認
していただくよう
お願いします。
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～自分やふるさとに誇りをもち、夢や希望にむかう子ども～
〇 自ら学ぶ子ども
〇 こころ豊かな子ども
〇 たくましい子ども
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